
一16一

岡山県津山市から

化石獣類力発見された

河合正虎

はじめに

津山市から獣骨の化石が発見されたというので広島

大学今村外治教授の一行と共に現地を踏査した.ここ

に概要を述べるにあたり資料を提供して下さった広島

大学拡らぴに岡〕.1大学の方々現地はおいてご便宜をい

ただいた津凶市社会教育課1教育委黛会匁らびに文化財

保護委貴会のガ序化宥蒙)保護に努めまた調査に協力

された津山西中学校理科研究班の究生および学生鰭潜に

厚くお礼を串し上げます.

化看⑳瀦昆舟鯛窺塞喝の経過

8月遵則こ津山衝中学校餐牢座大上博君は員化有を

採集印に巨大汰獣骨の存在に気付慈金谷先生に報脅し

た,これが第王の化有である､津山市では直ち虹岡

山大学に連絡された.8肋蝸閥{大学沼野忠之助

手は産地1産状を調べまた化孫の屍蚊り図を作り広

島大学命村教授に報告され花田魯〃互員にはこの化

石が発見凄れたことが一斉に新聞(地方版)に掲載され

るにおよび現物人か籍{を牧したという苗翌22目津

山市南中学校3年生検{一也着は窓らに他の1体を発

見した.これが第2の化石である.

岡山大学からの知らせにより今村教授は9月8目に

現地を踏査された.本調査には岡山大学および地質調

査所広島駐在員事務所が参加した.そのメンバｰは次

の通りである.

広島大学:今村鈴治教授中離党雌鋤季高橋由義子

(大学院学生)

剛山大学:大江二郎教授潟灘忠怠助手

地質調査研1広島灘在貴河合亙虎技官

獣轡⑳化石について

窪地:津山市酉松原音丼川川床ここは吉井川にか

かった姫新線鉄橋から東へ約!COn〕の下流の北岸に第1

の化石が鉄橋から東へ約獲0c鰍の南岸に籍望の化石

がある胡錦工図L㏄出い凄及び邊がその地点で写真

王は第至から錦藪の地点を写真婁は最初の発屍宥と

化有の全体の広がりを写真3は第裏地点から錦更地､叙

をのぞんだものである亜川中の者は計測申の今村教授

らと画中学理科研究班員らである.
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獣骨化石産地と試
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化症:化石はいずれも水中にあるものでじゅうぶん

な調査ができ拒かったのは遺感であった.第2図は第

1化石の見取り図を示す.これは沼野助手のスケッチ

を修正したものである咀本調査において骨片が若干さ

らに発見され追加して記録雲れた.ただし水量は

轟朋0目よ聾多かった,第2の化石の見取り関は第3

図のと為りである苗第意図第至化宥の頭部は今回左

右激ぽ対称で謝ることがわかった由見取り図把示され

るよう紀肩1腰1昆紀当たる部分が示されていないの

で陸棲か海擦の動物のいずれかも朗りょうでないが今

村教授は海棲動物と推定されている.

化宿産出の層準について

化石はいずれも泥質砂岩中に埋蔵される.この泥質

砂岩中には多くの半餓半淡棲化石が含まれ第1化石の

頭部横にはOs1reasp･が認められた.明らかに勝田

層鮮中の出雲山L砂岩層である.この地層は津山統と呼

ばれた地層で今村教授の備北層灘に当たり中新統中

期のものである.化石産出の10～20cm上には細礫岩

があらわれ写真1～3に見られるようにほとんど水平

で上流にひるが岱ている.第4図に津山市衆楽園西側

(鶏1図乳㈱｡驚)の試錐柱状図を参考のために掲げた.

むすび

今回の調査では化石が何であるかを明りょうにする

ことがで妻扱かηたのは残念である.見取り図に示さ

れるよう終多くの骨格が残されているししかも同種

の化石&児られるものが2体であることは採掘によっ

て原形終復原することはある程度可能である.早急に

発掘して研究書れることをのぞむものである.幸いに

地元では発掘ぽ対する熱意力塙くその保護に万全を傾

け談た畢割引陳列･観覧｡研究のために尽力される意

陶であるおいわれる､広く古生物学者の参加尽力を心

から望むものである咀

(筆者は広島駐在員事務所長)
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第1図見取図

津山市酉松原吉井川床

地層は第三紀中新統中期の砂猪

れき岩層(沼野原図)
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第2図Loc,1.獣骨産状観測図

産地:津山市酉松原吉井川川岸

(姫新線鉄橋下流約100㎜北岸)

発見者:津山市画中学･年生大上博第4図津山市津山衆楽園

発見年月目:1962年8月4目酉試錐柱状図

観測目および年月日11962年8月20日9月8日(試錐･安東建設)

概測者:(原図)沼野･(修正)今村･中野･

大江･沼野･高橋･海台･(整理)沼野
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表方｣=流に現われる

第3図

Loc.2.産地:Loc.1､に同じ(姫新線鉄橋下流約200m南岸)

発見者1津山市南中学校3年生横山一山

発見年月目:1962年8月22日

②第1地点から第2地点を望む矢印は化石を計測中の

今村教授

①第1の比肩の調査と発見者

右方に頭部左方に尾部がある

③第2地点から第1地点を望む

はほぼ一直線をなす

左方前方の第1地点

と鉄両端と橘�




